
 

 
 

シンポジウム前日の10月21日には、風力発電やバイオマスなど新エネルギー活用で日
本一を目指している「ミルクとワインとクリーンエネルギーのまち」岩手県葛巻町や、「エコ
造り酒屋」として地域密着型の空き瓶や紙類のリサイクル活動に長年取り組んでいる
酒造会社の株式会社あさ開などを視察する2つのコースの視察ツアーが企画され、
100名余の皆さんが参加しました。 

 

コース-1：日本一の新エネルギー基地を目指す町「葛巻町」 
 

家畜排泄物をリサイクルするくずまき高原牧場では30日間左の赤いタンクに家畜の排
泄物が貯められ、その後中央の円形タンクにガスが集まり、そのガスが右手奥の発電
施設（青色の建物）で電力に変換されて、牧場内の電力として使用されている。 

標高1,100メートルの山頂に設置されている風車を見学。デンマークのヴェスタス社の
風車を設置したことで、今では電力会社に電力を販売するまでになっている。またこの
電力技術を活かし、海外諸国の電力関連プロジェクトで調査・設計・施工管理など
多用なコンサルティング事業も展開。 

 

コース-2：エコ造り酒屋「あさ開」と盛岡市内名所 
 

  
葛巻町バイオマスシステムの視察

  
エコワールドくずまき風力発電の見学

hamano
先進的環境活動視察ツアー



地域密着の事業活動を経営理念とする造り酒屋「あさ開」様の環境活動を視察。販
売した酒類の空き瓶だけでなく牛乳パック、ダンボール、古新聞などの紙類やビール、コ
ーラなどの空き缶のリサイクルを1980年から行い、また地域の町内会、子供会、老人
会等と共同でユニークな「分別集団回収」を実施しています。 

 




